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テーラー展開

2 /   1/T Tπ ：角周波数, ：周波数

*( ) ( )nu t A A− =が実数の場合
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適用例は例題13



標本化定理 : 周期関数に対して

( ) MT u t n n>周期 の周期関数 のフーリエ係数が でゼロとする
高周波成分がゼロ

標本化間隔
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N個の離散値（標本値)をつなげて任意の時刻tのu(t)が再現される
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フーリエ変換
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標本化定理 : 非周期関数に対して
( ) ( )u t U f f W>のフーリエ変換 が でゼロ

周波数の最大値がW
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標本化関数

標本点からの距離が大きく
なるにつれ、小さい寄与になる


